
連合会ではKICSカードの団体取り扱いを行うととも
に、普及を進めています。クレジットカードの利用が増
加している昨今、KICSは便利なだけでなく、手数料率
や入金頻度など、本当に使えます。メリット多数です。

クレジットカードKICS

加入のお問い合わせは京都料理飲食業組合連合会 075(252)0287

取り扱い
やってます

組合員のみなさま
労働保険（労災保険・雇用保険）の
手続きはお任せください!
特別加入で事業主の方も労災に加入できます

京都府料理飲食業福祉厚生事業協会

お問い合わせ

各所属組合

〒604‐0951 京都市中京区二条通富小路東入ル晴明町673‐2 京都料飲国保会館 2F

もしくは

075（585）2521
rouho@athena.ocn.ne.jp

restaurant Synager（レストラン シナジェ）
京都市中京区東洞院通二条下ル壺屋町512番地　☎075（600）9182
12：00～15：00　18：00～22：00／月休（祝日の場合営業）

2021年10月オープン。完全予約制で、席は10席のみ。昼は7品のコースで4種
のワインかドリンクをペアリングして12100円。夜はだいたい10品、ペアリング
は7種で21780円。食・飲がオールインクルーシブ（ワインなどの追加も可能では
ある）で、いずれも税サ込。ハーブウォーターは、ノンアルコール時代へのひとつの
テーゼでもあるという

料
理
＋
ア
ロ
マ
の
力

想
い
出
は
、
味
と
花
の
香

　

同
店
の
一
席
は
、
水

か
ら
始
ま
る
。
た
だ
の

水
で
は
な
く
、
ハ
ー
ブ

ウ
ォ
ー
タ
ー
・
フ
ラ
ワ
ー

ウ
ォ
ー
タ
ー
だ
。
オ
ー

ナ
ー
シ
ェ
フ
で
あ
り
、

ソ
ム
リ
エ
・
ワ
イ
ン
エ

キ
ス
パ
ー
ト
で
も
あ
る

北
岸
寿
規
さ
ん
は
、ハ
ー

ブ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
肩
書
き
も
持
つ
。「
基

本
は
フ
レ
ン
チ
な
ん
で

す
が
、
香
り
を
テ
ー
マ

に
し
た
店
で
す
」。

　

完
全
予
約
制
。
料
理

は
お
ま
か
せ
の
コ
ー
ス

の
み
。
さ
ら
に
、
各
料

理
に
ペ
ア
リ
ン
グ
さ
れ

る
ワ
イ
ン
も
お
ま
か

せ
、
と
い
う
明
朗
な
シ

ス
テ
ム
。
ワ
イ
ン
は
泡

か
ら
始
ま
り
、
料
理
に

合
わ
せ
て
各
種
セ
レ
ク

ト
さ
れ
る
。

　
「
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル

は
？
」。も
ち
ろ
ん
Ｏ
Ｋ
。

む
し
ろ
、
こ
こ
で
ま
た

存
在
感
を
放
つ
の
が
店

内
の
イ
ン
テ
リ
ア
で
も

あ
る
蒸
留
器
が
生
み
出

す
香
り
を
纏
っ
た
ド
リ

ン
ク
だ
。ワ
イ
ン
同
様
、

柑
橘
系
の
リ
ー
フ
や
薔

薇
の
花
な
ど
、
料
理
に

合
わ
せ
た
ア
ロ
マ
テ
ィ
ー

や
ハ
ー
ブ
ウ
ォ
ー
タ
ー

が
料
理
と
と
も
に
テ
ー

ブ
ル
を
彩
る
。

　

ど
ん
な
記
憶
や
気
分

を
残
し
て
く
れ
る
か

が
、
飲
食
店
の
価
値
だ
。

誰
と
一
緒
だ
っ
た
か
。

季
節
は
い
つ
だ
っ
た
か
。

特
に
、
一
席
に
人
生
の

内
の
３
時
間
を
か
け
る

店
な
ら
な
お
の
こ
と
。

一
軒
路
地
の
ア
プ
ロ
ー

チ
、
店
内
の
設
え
、
料

理
の
味
は
辛
酸
甘
苦
渋

に
、
旨
味
？ 

ま
だ
足
り

な
い
。「
香
」を
添
え
よ

う
。
こ
れ
ら
の
相
乗
効

果
で
一
席
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
が
出
来
上
が
る
。

　

取
材
後
の
移
動
中
も

口
と
鼻
腔
に
ず
っ
と
、

昼
の
コ
ー
ス
か
ら
シ
グ
ネ
イ
チ
ャ
ー
デ
ィ
ッ
シ
ュ「
信
州
サ
ー
モ
ン
と
バ
ラ
の
タ
ル
テ
ィ
ー
ヌ
」。
ラ
イ
麦
パ
ン
に
サ
ワ
ー
ク
リ
ー
ム
と
厚
い
サ
ー

モ
ン
、
そ
し
て
リ
ー
フ
と
花
。
ロ
ー
ズ
ビ
ネ
ガ
ー
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
で
。
都
会
的
な
味
か
と
思
い
き
や
、
意
外
に
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
系
と
い
う
か
、

素
朴
な
味
で
ガ
ツ
ッ
と
し
た
食
べ
応
え
。
曰
く「
北
欧
の
オ
ー
プ
ン
サ
ン
ド
の
感
覚
で
す
」

　

今
年
は
桜
も
散
り
、

美
し
い
葉
桜
の
時
期
と

な
っ
た
。
去
る
令
和
８

年
４
月
15
日（
水
）、
霊

山
観
音
に
お
い
て
第
72

回
ふ
ぐ
供
養
祭
が
行
わ

れ
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の

雨
模
様
で
、
物
故
者
供

養
、
ふ
ぐ
供
養
祭
と
も

に
、
ふ
ぐ
塚
前
で
は
な

く
本
堂
で
の
開
催
と

な
っ
た
が
、
組
合
や
ふ

ぐ
業
界
の
関
係
者
ら
が

静
岡
や
千
葉
な
ど
全
国

か
ら
お
よ
そ
40
名
参
集
。

　

本
年
の
組
合
員
並
び

に
そ
の
家
族
物
故
者
は

約
50
名
で
、
堂
内
に
て

慰
霊
、
焼
香
を
行
い
、

続
い
て
吉
田
昌
弘
理
事

長
が「
自
然
災
害
、
ま
た

欧
州
や
中
東
で
尊
い
命

が
失
わ
れ
て
い
る
。
ふ

ぐ
を
は
じ
め
、
生
命
を

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

に
、
な
お
の
こ
と
感
謝

し
な
け
れ
ば
」と
挨
拶
、

１
年
で
調
理
・
消
費
し

た
ふ
ぐ
や
魚
介
類
へ
の

ふ
ぐ
業
界
に
追
い
風
も

第
72
回
ふ
ぐ
供
養
祭

今回のテーマはややニッチ？
今話題のユニークな「絵馬」

花
の
香
り
が
広
が
り
続

け
て
い
た
。
何
を
食
べ

た
か
は
も
ち
ろ
ん
、
花

の
香
り
を
想
い
出
に
し

て
く
れ
る
一
軒
だ
。

感
謝
回
向
を
行
っ
た
。 

　

そ
の
後
、
禅
堂
で
の

懇
親
会
で
は
吉
田
理
事

長
が
、
文
化
庁
の「
ふ
ぐ

料
理
を
無
形
文
化
財
に
」

と
い
う
動
き
に
触
れ
、

推
進
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
述
べ
た
。
こ

れ
を
受
け
て
ひ
れ
酒
も

用
意
、
第
４
回
全
国
ふ

ぐ
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
の

開
催
も
併
せ
て
告
知
さ

れ
、
幾
千
万
の
ふ
ぐ
の

御
霊
や
す
ら
か
な
ら
ん

こ
と
、
来
期
の
豊
漁
を

祈
っ
て
献
杯
を
行
っ
た
。

令和8年度労働保険の年度更新期間は
6月1日月～7月10日金です
労働保険（労災・雇用保険）について、事業主は令和7年度の保険料を清算するため
の確定保険料の申告・納付の手続き及び令和8年度の概算保険料の申告・納付の手
続きが必要です。この一連の手続きを「年度更新」と言います。今年度の年度更新の
手続き期間は、6月1日（月）～7月10日（金）となりますので必ず手続きを行って下さい。
なお、京都府料理飲食業福祉厚生事業協会に労働保険事務を委託されている事業主
様は、当協会にて手続きを行います。ご不明な点はお問い合わせ下さい。 
【お問い合わせ】☎075（585）2521

　京都・観光文化検定試験（京都検定）
の第28回が来る2026年7月12日（日）に
行われる（3級のみ）。
　今回の公開テーマは「京都の絵馬」。や
やニッチかもしれないが、御朱印とともに
神社仏閣各所の特徴ある絵馬は人気で、
絵馬にちなんだ問題が10問出題される。
日本に詳しい昨今の外国人観光客にも、
最適解をアテンドできるように、力試しを。

【第28回試験日】2026年7月12日（日）　3級・10:00～
【試験会場】京都市内施設（受験票にて通知）
【申込期間（個人）】2026年6月1日（月）まで
【受験料（個人）】3850円 ※別途システム利用手数料550円（税込）が必要
【問い合わせ】京都商工会議所 会員部 人材育成課
　　　　　　☎075（341）9765　https://www.kyotokentei.ne.jp/

（１）２０２６年（令和８年）５月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可 第３９３号

https://www.kyo-ryoinren.com
京都府料理飲食業組合連合会　〒604-0951 京都市中京区二条通富小路東入ル 京都料飲国保会館2F　TEL.075-252-0287　FAX.075-252-0288　発行人：園部平八　編集人：竹中 聡
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京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル 

京
都
料
飲
国
保
会
館
３
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
﹈０
７
５（
２
５
２
）３
１
４
５

﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈０
７
５（
２
５
２
）０
６
６
８

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
は
当
た
り
前

と
、
思
っ
て
は
い
て
も
…

　

日
本
政
策
金
融
公
庫

と
当
組
合
が
共
催
で
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
。
テ
ー

マ
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
。

一
説
に
は
飲
食
店
の
７

割
近
く
が
導
入
し
て
い

る
と
言
わ
れ
る
が
、
決

済
手
段
と
し
て
だ
け
で

な
く
、
コ
ス
ト
削
減
や

業
務
効
率
化
と
い
っ
た

視
点
は
、「
知
っ
て
い
る

つ
も
り
」だ
っ
た
こ
と
に

気
づ
く
か
も
。
参
加
費

は
無
料
で
定
員
は
30
名
。

﹇
日
時
﹈２
０
２
６
年
６

月
17
日（
水
） 

14
時
30
分

〜
15
時
30
分

﹇
場
所
﹈日
本
政
策
金
融

公
庫
京
都
支
店 

５
階
会

議
室　

京
都
市
下
京
区

四
条
通
室
町
東
入
ル
函

谷
鉾
町
１
０
１（
ア
ー
バ

ン
ネ
ッ
ト
四
条
烏
丸
ビ
ル
）

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈☎
０
７

５（
４
６
２
）５
１
２
１

（
日
本
政
策
金
融
公
庫 

西

陣
支
店
）

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
と
言
え
ば
…

期
間
限
定
で
加
盟
店
手
数
料
０
％

　

本
紙
３
月
号
で
既
報

の
当
組
合
が
始
動
し
た

株
式
会
社
Ｓ
ｑ
ｕ
ａ
ｒ

ｅ
に
よ
る
ク
レ
カ
決
済

シ
ス
テ
ム
。

　

２
０
２
６
年
７
月
末

ま
で
の
加
盟
で
、
加
盟

店
手
数
料
無
料
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。
２

０
２
６
年
９
月
か
ら
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
売
上

が
２
０
０
万
円
に
達
す

る
ま
で
加
盟
店
手
数
料

が
０
％
に
。

美
し
く
爽
や
か
な
新
緑
の
中

奈
良
神
社
の
春
祭
を
斎
行

　

去
る
令
和
８
年
４
月

21
日（
火
）、
午
前
11
時

よ
り
、
賀
茂
別
雷
神
社

（
上
賀
茂
神
社
）の
摂
社

で
あ
る
奈
良
神
社
に
お

い
て
春
祭
が
行
わ
れ
た
。

寺
田
紳
一
京
都
料
理
組

合
組
合
長
が
同
祭
を
知

り
、
関
係
各
所
に
広
く

敬
神
を
訴
え
、
組
合
員
、

関
係
者
ら
が
参
列
す
る

恒
例
に
な
っ
て
お
り
、

今
年
は
13
名
が
訪
れ
た
。

　

な
ら
の
小
川
の
せ
せ

ら
ぎ
に
、
美
し
い
新
緑
。

当
日
は
好
天
に
も
恵
ま

れ
、
ま
た
気
温
も
適
度

で
爽
や
か
で
春
ら
し
い

気
候
の
中
、
斎
主
が
祝

詞
を
奏
上
し
た
の
ち
、

髙
井
俊
光
宮
司
に
続
い

て
寺
田
組
合
長
を
は
じ

京
都
府
料
理
生
活
衛
生
同
業
組
合

京
都
料
理
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル 

京
都
料
飲
国
保
会
館
１
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
﹈０
７
５（
２
２
１
）５
８
３
３　
﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈０
７
５（
２
５
２
）４
６
３
９

晴
天
に
恵
ま
れ
て
賑
わ
う

恒
例
の
福
知
山
お
城
ま
つ
り

　

去
る
令
和
８
年
４
月

11
日（
土
）〜
12
日（
日
）

の
２
日
間
、
福
知
山
城
・

御
霊
公
園
一
帯
で
第
37

回
福
知
山
お
城
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
、
２
日
間

と
も
晴
天
で
２
・
１
万

人
と
い
う
多
く
の
人
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

福
知
山
市
料
理
飲
食

業
連
合
会
で
も
飲
食

ブ
ー
ス
に
出
店（
出
し
巻

き
実
演
・
う
ど
ん
・
サ

ザ
エ
・
筍
ご
飯
・
お
に

ぎ
り
・
ポ
テ
ト
＆
フ
ラ

ン
ク
）し
ま
し
た
。

　

今
回
は
組
合
員
の
女

性
陣
に
た
く
さ
ん
協
力

し
て
も
ら
い
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

福
知
山
市

料
理
飲
食
業
連
合
会

副
会
長 

土
橋
雅
人

め
、
全
員
が
玉
串
を
奉

じ
、
飲
食
業
界
の
繁
栄

を
祈
念
し
た
。
そ
の

後
、
客
殿
に
て
直
会
を

行
っ
た
。

　

平
安
遷
都
以
前
か
ら

行
わ
れ
て
い
る
京
都
三

大
祭
の
ひ
と
つ
、
葵
祭

で
知
ら
れ
る
賀
茂
別
雷

神
社（
上
賀
茂
神
社
）の

摂
社
が
奈
良
神
社
で
あ

り
、
祭
神
は
奈
良
刀
自

神（
な
ら
と
じ
の
か
み
）。

古
来
は
楢
の
葉
に
料
理

を
盛
っ
た
こ
と
、
ま
た

宮
中
で
調
理
を
司
っ
た

女
官
の
尊
称
を
刀
自
と

い
っ
た
こ
と
か
ら
、
料

理
技
術
を
は
じ
め
飲
食

の
一
切
を
司
る
神
と
さ

れ
る
。

　

拝
殿
に
隣
接
す
る
北

神
饌
所
は
、
室
町
時
代

に
は
神
饌
を
調
理
す
る

場
所
で
あ
っ
た
と
い

い
、
賀
茂
別
雷
命
の
食

を
司
る
建
物
で
も
あ
る
。

京
都
料
理
組
合
総
会

日
程
な
ど
が
決
定

　

京
都
料
理
組
合
の
令
和
７
年
度
定
時
総
会
の
日
程

が
決
定
し
た
。
前
回
ま
で
は
３
月
に
行
っ
て
い
た
が
、

今
回
か
ら
６
月
開
催
と
な
っ
て
い
る
。

中
山
憲
秋
会
長
が
続
投

福
知
山
市
料
理
飲
食
業
連
合
会
総
会

　

去
る
令
和
８
年
３
月

24
日（
火
）、
か
き
末 

ひ

の
き（
福
知
山
市
西
中
ノ

町
）に
お
い
て
、
福
知
山

市
料
理
飲
食
業
連
合
会

が
第
79
回
定
期
総
会
を

開
催
し
た
。

　

議
案
⒈
令
和
７
年
度 

事
業
及
び
収
支
決
算
報

告
／
⒉
令
和
８
年
度 

事

業
計
画
案
及
び
収
支
予

算
案
報
告
／
⒊
役
員
改

選
／
⒋
そ
の
他
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
た
。

　

役
員
改
選
期
で
あ

り
、
中
山
憲
秋
会
長
の

再
選
が
承
認
さ
れ
、
執

行
役
員
も
引
き
続
き
職

務
を
執
り
行
う
こ
と
が

決
ま
っ
た
。

　

総
会
後
は
福
知
山
市

危
機
管
理
室
よ
り
講
話

が
あ
り
、
災
害
時
に
お

け
る
福
知
山
市
料
理
飲

食
業
連
合
会
と
の
連
携

模
索
が
提
案
さ
れ
、
そ

の
後
は
賛
助
会
員
を
交

え
て
懇
親
会
へ
移
行
、

親
睦
を
深
め
た
。

洛
北
料
飲
組
合
料
理
研
究
会

現
体
制
ラ
ス
ト
の
事
業
を
開
催

　

去
る
令
和
８
年
３
月

17
日（
火
）、
北
山
の
フ

レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン「
ボ

ル
ド
ー
」へ
、
組
合
員
を

含
む
27
名
で
訪
問
い
た

し
ま
し
た
。

　

洛
北
の
閑
静
な
住
宅

街
に
佇
む
、
創
業
約
50

年
を
迎
え
る
ク
ラ
シ
ッ

ク
フ
レ
ン
チ
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
す
。

　

長
年
に
わ
た
り
受
け

継
が
れ
て
き
た
伝
統
的

な
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
技

法
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
時
代
に
合
わ
せ
た

料
理
を
提
供
さ
れ
て
お

り
、
当
日
は
コ
ー
ス
料

理
を
通
し
て
、
素
材
の

扱
い
方
や
火
入
れ
、
ソ
ー

ス
の
構
成
な
ど
を
学
ぶ

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
い
年
月
を

か
け
て
築
か
れ
て
き
た

料
理
の
積
み
重
ね
や
姿

勢
に
も
触
れ
る
こ
と
が

で
き
、
当
組
合
と
し
て

最
後
の
事
業
に
ふ
さ
わ

し
い
、
実
り
あ
る
研
究

会
と
な
り
ま
し
た
。

洛
北
料
飲
組
合

料
理
研
究
会
実
行
委
員
会

京
都
料
理
組
合

令
和
７
年
度
定
時
総
会
お
よ
び
懇
親
会

﹇
日
時
﹈令
和
８
年
６
月
10
日（
水
） ﹇
場
所
﹈竹
茂
楼

⒈
令
和
７
年
度
事
業
報
告
に
関
す
る
件

⒉
令
和
７
年
度
収
支
決
算
に
関
す
る
件

⒊
監
査
報
告

⒋
令
和
８
年
度
事
業
計
画（
案
）に
関
す
る
件

⒌
令
和
８
年
度
収
支
予
算（
案
）に
関
す
る
件

⒍
そ
の
他

議　案

https://square.com/jp/ja/campaign/zenren-cashless
【問い合わせ】

２０２６年（令和８年）５月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可　定価一部１０円 第３９３号 （２）



第497号

京
都
料
理
飲
食
業
国
民
健
康
保
険
組
合

編
集
人　

石
谷
彰
男

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
５（
２
５
６
）３
３
２
６

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
５（
２
５
６
）６
４
３
８

経
営
研
修
会
が
Ｏ
ｋ
ｉ
ｂ
ｉ 

Ｃ
ｈ
ｉｎａ 

燠
火
に
て
開
催

一
人
経
営
に
よ
る
人
件
費
の
軽
減
と

客
単
価
ア
ッ
プ
に
よ
る
経
営
ス
タ
イ
ル
を
学
ぶ

　

去
る
令
和
８
年
３
月

16
日
、
京
都
市
右
京
区

太
秦
の「
Ｏ
ｋ
ｉ
ｂ
ｉ 

Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ａ 

燠
火
」に

て
経
営
研
修
会
が
９
人

の
参
加
の
も
と
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
オ
ー
ナ
ー

シ
ェ
フ
の
辻
龍
平
さ
ん

は
、
若
い
頃
ア
ル
バ
イ

ト
し
て
い
た
中
華
料
理

店
で
食
べ
た
料
理
に
感

激
し
た
こ
と
が
、
こ
の

世
界
に
入
っ
た
動
機
だ

そ
う
で
す
。

　

開
店
し
た
当
時
は
Ｊ

Ｓ
Ａ
認
定
ソ
ム
リ
エ
で

も
あ
る
が
故
に
、
ワ
イ

ン
や
料
理
を
押
し
つ
け

気
味
で
失
敗
し
た
話
も

さ
れ
、
現
在
で
は
お
客

さ
ま
の
ご
希
望
に
寄
り

添
っ
た
ワ
イ
ン
や
、
そ

れ
に
合
う
お
料
理
を
提

供
す
る
よ
う
に
心
が
け

て
い
る
と
の
こ
と
。

　

カ
ウ
ン
タ
ー
が
６
席
で

テ
ー
ブ
ル
席
が
４
名
席

だ
け
と
い
う
限
ら
れ
た

席
数
の
お
店
で
、
予
約
も

一
組
か
二
組
だ
け
で
、

ス
タ
ッ
フ
は
オ
ー
ナ
ー

の
辻
さ
ん
と
調
理
補
助

兼
接
客
係
２
名
だ
け
で

従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
お
料
理
は
、

前
菜
三
種
盛
り（
鰹
の
タ

タ
キ
・
芽
キ
ャ
ベ
ツ
と

牛
肉
の
串
刺
し
な
ど
）、

ス
ー
プ
は
蓮
根
と
鶏
肉

の
手
羽
先
を
食
べ
や
す

健
康
診
断
の「
受
診
券
」を
送
付
し
ま
す

　

40
歳
以
上
の
被
保
険

者
の
特
定
健
康
診
査（
特

定
健
診
）の「
受
診
券
」は

「
健
康
診
断
の
ご
案
内
」

と
合
わ
せ
て
、
５
月
中

旬
に
、
該
当
の
組
合
員

の
ご
自
宅
あ
て
に
送
付

し
ま
す
。
特
定
健
診
受

診
者
（
無
料
）
の
方
に

は
、
郵
送
に
よ
る
大
腸

が
ん
検
診
も
合
わ
せ
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

料
飲
国
保
で
は
、
表

の
よ
う
に
き
め
細
か
な

健
診
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
健
診
の

た
め
に
仕
事
を
休
み
に

く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、「
何
よ
り
も
身
体
が

資
本
」で
す
。
病
気
の
早

期
発
見
・
自
己
チ
ェ
ッ

ク
の
た
め
に
、
毎
年
定

期
的
に
健
診
を
受
け

て
、
安
心
し
て
仕
事
を

続
け
て
下
さ
い
。

　

今
年
度
の
健
診
は
既

に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
や
費
用
等
を

検
討
さ
れ
、
是
非
、
早

め
の
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

従
業
員
の
皆
さ
ま
の
健
康
診
断
に

「
組
合
健
診
」の
申
込
を
！

　

料
飲
国
保
で
は
、
全

て
の
お
店
の
事
業
主
・

従
業
員（
40
歳
未
満
の
被

保
険
者
も
対
象
）の
定
期

健
康
診
断（
定
期
健
診
）

と
し
て
活
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
る
組

合
健
診（
無
料
）を
実
施

し
て
い
ま
す
。
お
店
で

働
い
て
い
る
方
の
年
１

回
の
定
期
健
診
は
法
律

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。「
組
合
健
診
の
ご

案
内
」を
全
て
の
事
業
主

あ
て
に
送
付
し
て
い
ま

す
が
、
ご
覧
に
な
ら
れ

ま
し
た
か
？

　

組
合
健
診
の
申
込

は
、
１
事
業
所
に
つ
き

年
度
内
１
回
の
み
で
、

対
象
と
な
る
医
療
機
関

は「
ご
案
内
」の
裏
面
の

「
組
合
健
診
医
療
機
関
案

内
」か
ら
１
カ
所
選
ん

で
、
料
飲
国
保
ま
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

「
法
人
化
」を
予
定
さ
れ
て
い
る

事
業
主
様
へ

直
ち
に
手
続
が
必
要
で
す

　

料
飲
国
保
に
加
入
さ

れ
て
い
る
個
人
事
業
主

の
方
で
、
株
式
会
社
等

の「
法
人
化
」を
予
定
さ

れ
て
い
る
場
合
、
料
飲

国
保
の
資
格
を
継
続
す

る
た
め
に
は
手
続
き
が

必
要
で
す
。
必
ず
、
事

前
に（
ま
た
は
法
人
化
後

直
ち
に
）所
属
組
合
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。
手
続
き
が
遅
く
な

る
と
料
飲
国
保
の
加
入

資
格
を
継
続
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

京
都
市
中
京
区
二
条
通

富
小
路
東
入
ル

京
都
料
飲
国
保
会
館
３
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈

０
７
５（
２
２
２
）２
５
８
０

い
大
き
さ
に
切
っ
て
塩

と
紹
興
酒
だ
け
で
味
付

け
し
た
熱
々
の
蒸
し

ス
ー
プ
。
そ
の
後
に
こ

だ
わ
り
の
食
材
を
凝
縮

し
た
手
作
り
点
心
三
種

（
焼
売
・
エ
ビ
蒸
し

ギ
ョ
ー
ザ
・
小
籠
包
）、

さ
ら
に
海
鮮
料
理
は
大

海
老
の
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

ソ
ー
ス
と
蒸
し
魚
の
料

理
。
焼
き
加
減
が
絶
妙

な
炭
焼
き
お
肉
三
種
。〆

の
椎
茸
の
だ
し
汁
で
炊

い
た
ご
飯
の
上
に
四
川

風
麻
婆
豆
腐
ご
飯
が
ま

た
美
味
。
そ
し
て
デ
ザ
ー

ト
二
種
で
し
た
。

　

振
り
鍋
は
一
つ
だ
け

で
も
お
客
さ
ま
に
満
足
・

感
動
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
厨
房
は
蒸
し
器

と
炭
焼
き
器
の
ス
ペ
ー

ス
が
大
き
く
取
っ
て
あ

り
、
蒸
し
物
・
焼
き
物

な
ど
に
重
点
を
置
い
た

コ
ー
ス
メ
ニ
ュ
ー
仕
立

て
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

調
理
を
し
な
が
ら
で

も
研
修
会
の
意
図
を
汲

み
取
っ
て
い
た
だ
き
、

各
料
理
の
切
り
込
み
作

業
か
ら
盛
り
付
け
る
工

程
ま
で
見
せ
て
い
た
だ

き
、
提
供
す
る
度
に
食

材
の
説
明
や
自
家
製
調

味
料
の
説
明
、
さ
ら
に

は
こ
だ
わ
り
食
材
の
説

明
な
ど
細
微
に
わ
た
り

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
の
質
問

に
対
し
て
も
、
丁
寧
に

応
答
し
て
い
た
だ
き
、

辻
さ
ん
の
誠
実
な
お
人

柄
、
ま
た
料
理
に
対
す

る
熱
い
想
い
が
感
じ
取

れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
に
も
あ
る
よ

う
に
、
人
件
費
の
軽
減

と
客
単
価
ア
ッ
プ
と
い

う
意
味
で
も
、
少
人
数

で
作
業
が
こ
な
せ
る
導

線
や
、
客
層
を
絞
り
効

率
化
を
図
っ
た
経
営
ス

タ
イ
ル
で
す
。
私
の
店

で
も
今
年
の
年
頭
テ
ー

マ
と
し
て「
作
業
効
率
を

上
げ
る
」を
目
標
に
掲

げ
、
無
駄
な
動
き
を
し

な
い
よ
う
に
共
通
議
題

を
持
っ
て
仕
事
を
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
の
研

修
で
学
ん
だ
こ
と
を
よ

り
一
層
、
自
社
に
取
り

入
れ
た
い
と
感
じ
た
次

第
で
す
。

　

さ
ら
に
は
辻
さ
ん
が

こ
の
世
界
に
入
っ
た

き
っ
か
け
に
も
あ
る
よ

う
に
、
業
界
の
後
継
・

発
展
の
た
め
に
も
日
々

調
理
を
し
て
い
る
責
務

の
重
大
さ
も
痛
感
し
ま

し
た
。

　

今
回
初
参
加
さ
れ
た

会
員
も
い
て
、
お
互
い

に
料
理
談
義
や
各
お
店

の
経
営
の
在
り
方
な

ど
、
情
報
交
換
し
て
和

住
民
票
の
変
更
に
関
す
る
届
出

お
忘
れ
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

最
近
、
あ
る
被
保
険

者
の
方
が
子
ど
も
の
出

産
に
よ
り
世
帯
員
の
変

更
が
あ
っ
た
た
め
、
住

民
票
を
添
付
し
て
届
け

を
提
出
し
た
と
こ
ろ
、

そ
の
被
保
険
者
は
親
世

帯
の
住
民
票
か
ら
以
前

に
転
出
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
料

飲
国
保
は
国
民
健
康
保

険
法
に
基
づ
く
医
療
保

険
で
、
世
帯
単
位
の
加

入
と
な
っ
て
お
り
、
世

帯
は
住
民
票
で
確
認
し

て
い
ま
す
が
、
住
民
票

の
変
更
は
、
被
保
険
者

の
皆
さ
ん
か
ら
の
届
出

が
な
い
限
り
わ
か
り
ま

せ
ん
。

　

住
民
票
を
取
り
扱
う

市
町
村（
国
保
）と
は
、

こ
の
点
が
異
な
り
ま
す
。

子
ど
も
が
就
職
や
結
婚

等
に
よ
る
転
出
や
転
入

等
、
住
民
票
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
、
料
飲

国
保
の
資
格
の
可
否
に

関
わ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
、
14
日
以
内
に
各
所

属
組
合
ま
で
に
届
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
保
険

証
の
方
も
、加
入
・
脱
退
・

変
更
の
届
出
は
引
き
続

き
必
要
で
す
。

や
か
な
中
に
も
有
意
義

な
研
修
会
を
持
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

京
都
組
合
で
は
こ
の

よ
う
に
、
各
お
店
を
探

訪
し
て
料
理
や
経
営
談

な
ど
の
勉
強
会
を
通

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
立

つ
よ
う
な
事
業
展
開
を

し
つ
つ
、
学
び
を
深
化

し
て
い
ま
す
。
会
員
の

皆
さ
ま
の
さ
ら
な
る
参

加
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

副
理
事
長 

矢
野
義
雄

〈健康診断内容比較表〉

対象者

費用
（自己負担額）

申込方法

①
特定健康診査

40歳以上の方
4/1時点で
資格のある方

②
人間ドック

③
ミニ人間ドック

④
組合健診

※健診内容・医療機関名等の詳細は、料飲国保組合までお問合せ願います。

事業主・従業員
申込時点で
資格のある方､

又は 新規加入事業所

40歳以上の方

無　料

医療機関へ
直接申込

医療機関へ
申込後

料飲国保へ連絡
医療機関へ
直接申込

料飲国保へ
申込書を提出
（事業所単位）

20,000円
（節目年齢：無料） 無　料 無　料

40歳以上の方

〈助成オプション検査一覧〉

対象者

費用
（自己負担額）

脳ドック 肺ドック 子宮頸がん検診 乳がん検診

20,000円 10,000円 無　料 無　料

40歳以上の方で人間ドック・
特定健診・ミニ人間ドック・組合健診
と同時受診または受診後の方

40歳以上の女性の方で
人間ドックまたはミニ人間ドックと

同時受診の方

　

な
お
、
複
数
の
医
療

機
関
を
選
択
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
願
い
ま
す
。

変更届住所（自宅・事業所）・屋号・氏名・その他（　　）

（准）組合員
（世帯主）

記号
番号 料

氏名 事業所名

（３）２０２６年（令和８年）５月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可 第３９３号



上）一合炊きの土鍋にホタルイカ、昆布
だしを少々と同品40ccを使用。他にも
アサリや冬なら牡蠣、鯛めしも良いか
も。醤油の原価で約300円とやや高く
なるが、キラーディッシュになると思え
ば…というところ。おこげがまた美味い
左）「酒ひしお」は写真の821円（100㎖）
と、1480円（200㎖）。醤油や味噌の
他、ドレッシングや糀製品などを取り扱
う。創業者の名を冠した「木桶三年熟成
醤油 甚左衛門」は調味料選手権2025
で「日本の伝統調味料部門」最優秀賞を
受賞
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万能調味料の正体は
地の生物の賜物

酒ひしお

岡崎ともえ（おかざきともえ）
京都市左京区岡崎北御所町33
TEL.075（761）0538

山﨑 陽介
Yamasaki  Yousuke

＼ ／

同店に勤めて 10年目。それまでは新潟の寿司店にい
た。「何しろ寿司しか知らず、魚だけで戦ってきたの
で（笑）」。幅広い料理は全てゼロからスタート。扱い
方、茹で方の前に、野菜の目利きから学ぶのに苦労
もあったが、寿司のグレードアップに貢献してきた
自負はある。それは注文が増えた事で分かる。そし
て今では社長から次期料理長のご指名を得るまでに。

取材協力：小野甚味噌醤油醸造株式会社
京丹後市峰山町杉谷300
☎0772（62）0476

メ
ン
バ
ー
が
い
て
料
理
が
あ
る
。

組
合
を
国
内
外
に
知
ら
し
め
た
い
。

　

昨
年
の
時
代
祭
に
初

め
て
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
就

任
し
て
か
ら
ま
だ
１
年

と
ち
ょ
っ
と
で
す
か
。

寺
田
組
合
長
や
事
務

局
、
他
に
も
お
声
が
け

を
い
た
だ
き
ま
し
て
。

昨
年
３
月
の
総
会
か
ら

で
す
の
で
、
い
や
ま
だ

右
も
左
も
…
と
い
う
感

じ
で
、
と
は
言
え
、
今

年
２
月
に
開
催
し
た
京

料
理
展
示
大
会
の
収
支

な
ど
、
携
わ
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
は
お
り
ま
す
。

　

当
店
が
料
理
屋
に

な
っ
た
の
は
祖
父
の
代

で
、
昭
和
中
期
で
す
が
、

創
業
は
天
正
年
間
と
伝

わ
っ
て
お
り
ま
す
。
松

山
半
兵
衛
が
妙
心
寺
の

北
門
前
で
商
っ
て
い

て
、「
北
門
半
兵
衛
」と

称
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

妙
心
寺
と
い
え
ば
、
臨

済
宗
の
名
刹
で
す
。
北

門
で
仕
出
し
や
魚
屋
な

ど
も
営
ん
で
き
た
よ
う

で
す
が
、
お
精
進
の
流

れ
を
汲
む
湯
葉
は
、
今

も
当
店
の
名
代
で
す
。

　

と
は
言
え
、
そ
も
そ

も
私
は
家
業
に
就
く
つ

も
り
は
な
か
っ
た
ん
で

す
。
大
学
卒
業
後
は
古

河
電
工
に
就
職
し
て
、

ず
っ
と
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ

て
お
り
ま
し
て
。Ｊ
リ
ー

グ
が
開
幕
し
た
１
９
９

３
年
、
当
時
25
歳
で
、

プ
ロ
と
し
て
の
契
約
提

示
を
い
た
だ
い
て
ガ
ン

バ
大
阪
に
加
入
し
ま
し

た
。
そ
の
後
は
京
都
パ
ー

プ
ル
サ
ン
ガ
に
移
籍
し

ま
し
て
、
名
古
屋
グ
ラ

ン
パ
ス
や
ガ
ン
バ
大
阪

で
コ
ー
チ
ン
グ
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
も
仕
事
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｊ
リ
ー
グ
が
で
き
な
け

れ
ば
、
ず
っ
と
古
河
電

工
の
営
業
マ
ン
を
し
て

い
た
と
思
い
ま
す
。

　

家
業
に
就
い
た
の
は

40
歳
に
な
っ
て
か
ら
で

し
て
、
も
ち
ろ
ん
料
理

人
で
は
な
い
で
す
が
、

様
々
な
チ
ー
ム
で
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
き
た
キ
ャ

リ
ア
で
勝
負
と
い
う
こ

と
で
す
。
名
古
屋
駅
前

の
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
ス
ク

エ
ア
に
出
店
さ
せ
て
い

た
だ
け
た
の
も
、
そ
の

ひ
と
つ
で
す
ね
。

　

組
合
と
の
お
付
き
合

い
と
し
て
は
、
も
ち
ろ

ん
、
父
と
の
つ
な
が
り

も
あ
る
ん
で
す
が
、
ス

タ
ー
ト
は
芽
生
会
で
し

た
。
お
酒
の
こ
と
、
お

茶
の
こ
と
も
そ
う
で
す

し
、
飲
食
物
以
外
で
も
、

経
営
の
こ
と
、
節
税
の

こ
と
、
マ
ル
暴
対
策
に

い
た
る
ま
で
、
も
の
す

ご
く
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
し
、
楽
し

か
っ
た
。
２
０
１
１
年

の
東
日
本
大
震
災
が
お

こ
っ
た
と
き
は
、
長
崎

県
の
芽
生
会
と
合
同
で

お
弁
当
を
作
っ
て
、
そ

の
売
上
げ
を
義
援
金
に

し
た
活
動
も
よ
く
憶
え

て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
世

界
か
ら
家
業
に
就
い

て
、
も
っ
と
も
面
食
ら
っ

た
の
は
会
食
の
多
さ
で

し
ょ
う
か（
笑
）。
会
食

が
月
に
20
回
と
か
。
そ

れ
ま
で
は
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
か
ら
ね

（
笑
）。
た
だ
こ
の
会
食

で
教
わ
っ
た
こ
と
が
と

て
も
多
い
。
料
理
の
こ

と
、
接
客
の
こ
と
、
献

京
都
料
理
組
合　
会
計
理
事　
松
山
吉
之

ま
つ 

や
ま
よ
し 

ゆ
き

サ
ッ
カ
ー
の
プ
ロ
リ
ー
グ
化
が
な
け
れ
ば
今
の
自
分
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

大
学
卒
業
後
は
会
社
員
と
し
て
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
、

Ｊ
リ
ー
グ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
10
と
呼
ば
れ
る
、
創
設
時
に
で
き
た
チ
ー
ム
で
、

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
し
て
活
躍
し
、コ
ー
チ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
も
働
い
た
。

戦
国
時
代
、
天
正
年
間
か
ら
続
く
家
業
に
就
い
た
今
、

料
理
人
や
、
店
主
で
は
な
い
目
線
で
、
組
合
や
業
界
に
思
う
こ
と
と
は
。

松
山
閣 

松
山
（
し
ょ
う
ざ
ん
か
く 

ま
つ
や
ま
）

に
な
っ
た
。
費
用
対
効

果
も
再
考
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

目
先
を
変
え
て
み
る
の

も
い
い
と
思
う
ん
で
す
。

料
理
そ
の
も
の
に
興
味

が
な
い
方
で
も
、
ご
覧

い
た
だ
く
価
値
は
あ
る

と
思
い
ま
す
。
で
あ
れ

ば
、
観
光
協
会
や
旅
行

会
社
や
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を

し
て
い
く
。
そ
う
し
て

知
名
度
を
上
げ
て
い
く
。

　

グ
ル
メ
サ
イ
ト
に
京

料
理
展
示
大
会
の
バ

ナ
ー
を
入
れ
て
も
ら
う

と
か
、
組
合
員
各
店
で

お
知
ら
せ
の
一
文
を
入

れ
る
と
か
。

　

各
団
体
の
中
で
、
そ

れ
ぞ
れ
に
発
信
や
普
及

は
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
本
家
本
元
の

京
都
料
理
組
合
の
立
ち

位
置
と
い
う
か
、
継
続
・

発
展
を
ど
う
し
て
い
く

か
。
料
理
の
前
に
メ
ン

バ
ー
が
い
て
こ
そ
だ
と

思
う
の
で
、
そ
の
メ
ン

バ
ー
が
関
わ
り
合
っ

て
、
知
恵
を
出
し
合
っ

て
、
活
動
し
て
い
け
た

ら
い
い
な
、
と
思
っ
て

い
ま
す
。

立
の
こ
と
。
も

は
や
教
育
で
す

ね
。
そ
れ
を
受

け
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
あ
り

が
た
い
こ
と
で

す
し
、
今
も
社

業
に
活
か
せ
て

い
る
と
思
い
ま

す
。
周
り
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
く

だ
さ
る
方
が
多

か
っ
た
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
組

合
の
諸
先
輩
方

も
そ
う
で
す
が
、
今
ま

で
関
わ
っ
て
き
た
企
業

と
の
お
付
き
合
い
も
そ

う
で
す
し
、
大
学
の
先

輩
、
所
属
し
た
チ
ー
ム

の
フ
ロ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ

な
ど
な
ど
。

　

そ
の
お
蔭
も
あ
っ

て
、
今
思
う
こ
と
は
、

こ
の
組
合
で
あ
る
こ

と
、
加
盟
し
て
い
る
こ

と
も
含
め
て
、
ス
テ
ー

タ
ス
と
い
う
か
、
格
式

と
い
う
か
、
そ
う
い
っ

た
も
の
を
世
に
知
ら
し

め
て
い
き
た
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
京
料
理
展
示

大
会
。
小
規
模
な
会
場

京
都
市
右
京
区
鳴
滝
宇
多
野
谷
20

☎
０
７
５（
４
６
１
）４
９
７
０

10
時
30
分
〜
19
時
30
分（
Ｌ
・
Ｏ
・
19
時
30
分
）／
無
休

暮
ら
し
た
土
地
は
6
道
府
県
　
　
　
　

5
月
に
第
一
子
が
誕
生
し
ま
す
！

龍
安
寺
、
仁
和
寺
、
等
持
院
、
そ
し
て
妙
心
寺
。
名
刹
が

並
ぶ
洛
内
西
北
部
、御
室
よ
り
さ
ら
に
北
に
位
置
す
る
。「
こ

こ
よ
り
山
」と
い
う
表
示
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
広
い

敷
地
、
店
内
か
ら
見
え
る
風
景
は
ま
さ
に
奥
山
の
趣
。
妙

心
寺
の
北
門
で
商
っ
た
松
山
半
兵
衛
か
ら
連
綿
と
続
く
、

名
代
の
湯
葉
を
中
心
に
豆
腐
、
生
麩
な
ど
の
京
料
理
を
供

す
る
。
専
門
の
工
房
で
は
生
産
者
を
限
定
し
た
滋
賀
県
産

の
オ
オ
ツ
ル
大
豆
を
用
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
最
高
級
湯
葉

を
作
っ
て
い
る

　「ひしお」は「醤」と書く。醤油のご先祖のような存在で、
奈良時代から我が国の調味料としてある。同社は大正元年
に小野甚左衛門が創業。当時、丹後ちりめんが活況で「女
工さんが増えて、その宿舎で使う醤油・味噌の需要が増え
たんです」と当代の小野甚一社長。醤油を仕込む際、塩水
の代わりに前年仕込んだ醤油を使う二段仕込み製法の再仕
込醤油に、伊根満開の酒粕を加えて熟成させたのが同品
だ。要は上等な醤油なのだが「ひしお」の名に醸造家の矜
持を感じる。粘度があり、脂の強い魚でもはじかない。冬
はご当地の伊根ブリなど最高だろう。「寒ブリを美味く食
べたくて作った醤油です（笑）」と小野社長。濃く、甘く、
深く、最後に酒の香が開く。塗って焼けば照り焼になる
し、ハンバーグのソースなど、同社には既に料理例がいく
つもあり、少し贅沢だが海鮮丼のタレ代わりにしたらもの
すごく美味い。「グリル野菜やチーズにも合うと思います」
というヒントもいただいたが、米との相性の良さを考えて
旬のホタルイカとともに炊いてみた。アサリでも、冬場な
ら牡蠣も良いだろう。「醤油も味噌も酒も、その土地に棲
み着いている生き物の賜物なんです」。麹や水といった、
自然によって地の味が出来上がる、ということだ。やや原
価は高くなるが、必殺の〆のひと品にいかがだろう。
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